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研究成果の概要（和文）：　ミースがベルリン時代に設計した建築について幾何学的な分析を行ない、設計手法
を明らかにした。
　全体フレームの長短比は1.5や1.66で、簡単な整数比で表せ、サブフレームの長短比は1.0か2.0の正方形か二
倍正方形である。全体フレームに複数のサブフレームを入れ子にし、建物の中心へ導いている。壁や開口部など
の位置は1.1ｍの等間隔のグリッドにより規定し、フレームとは完全に一致している。
　ミースの設計手法は、敷地にあわせて1：2や3：5など整数比の全体フレームを描き、そこに1.1ｍなどのグリ
ッドを描き、複数の正方形や二倍正方形を入れ子にしたサブフレームにそって壁や開口部などの寸法と位置を決
めている。

研究成果の概要（英文）：I performed Geometric analysis on architectures by Mies van der Rohe in his 
Berlin days to clarify his design method. 
Aspect ratios of whole frame are such as 1.5 or 1.66 that shows simple integer ratio. Sub-frame 
aspect ratios are either 1.0 or 2.0, square or double-square. A whole frame nests a number of 
sub-frames leading to the center of the building. Positions of walls or windows are defined by 1.1m 
equally-spaced grids. Also frames perfectly correspond to the grids.
These findings explain Mies’ design method as follows; -whole frames are drawn with simple integer 
ratio such as 1:2 or 3:5 according to the sites where 1.1m or else square grids are drawn -positions
 and measurements of walls or windows are defined according to sub-frames nesting a number of square
 and doubled-square

研究分野： 建築設計
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１．研究開始当初の背景 
 近代建築の巨匠と呼ばれるミース・ファ
ン・デル・ローエが設計した建築については、
たくさんの研究や解釈があるが、ベルリンで
設計活動を行なっていた時代につくられた
建築の平面図を幾何学的に分析したものは
それほど多くない。 
 筆者は、ミースがベルリン時代に設計し、
1929 年に建てられたバルセロナ・パヴィリオ
ンについて、4 つの計画案と最終案を幾何学
的に分析した。その結果、図面には描かれて
いないが、初期案からグリッドシステムが使
われていたことと、フレームと名づけた 1：2
や 1：3 という単純な整数比の長方形にそっ
て、壁や開口部などの構成要素が配置されて
いることを明らかにした。 
 
２．研究の目的 
 ミース・ファン・デル・ローエが設計した
建築の図面を幾何学的に分析し、その空間デ
ザインの成り立ちを明らかにする。 
 ミースのデザイン方法が確立されたと考
えられる 1886 年から 1937 年までのベルリン
で設計をしていた時代に、計画または建てら
れた主な建築について、その平面図や立面図、
断面図に描かれた壁や開口部、そして屋根な
どの主な構成要素の形と配置を幾何学的に
分析し、それらがどのように決められたかを
仮説として示すものである。 
 
３．研究の方法 
 ミースが計画または建てた主な建築につ
いて、平面図や立面図などをスキャナーで読
取り、スケールを調整し、CAD でトレースす
る。そして、実際に建てられた建築について
は、現地で主な寸法を実測し、図面との違い
があれば修正をする。 
 これらの図面をグリッドやフレームなど
を使い幾何学的に分析し、建築のデザイン方
法を解明する。 
 
４．研究成果 
 ミースがベルリンで設計してつくった主
な建築は、煉瓦造田園住宅案とエスタース邸、
ランゲ邸、バルセロナ・パヴィリオン、トゥ
ーゲントハット邸、レムケ邸である。これら
の平面図について、壁や開口部、階段など主
要な構成要素の形や配置について幾何学的
に分析を行ない、それらがどのように決定さ
れたかを仮説として提示するものである。筆
者がフレーム分析と名づけた、建物の全体や
部分の形を特徴づけるフレームを用いる方
法と、グリッドシステムと名づけた、モデュ
ールを見つける方法によって、その空間構成
の成り立ちを明らかにした。 
 
⑴フレームとは、建物の平面や立面の形を決
定するときに準拠する幾何学的な参照枠の
ことである。これには全体の形とかかわる全
体フレームと、部分の形とかかわるサブフレ

ームとがある。全体フレームは建築を設計す
る時に考慮される構成面のことである。サブ
フレームは全体フレームがいくつかに分割
されてできた部分の構成面のことである。フ
レームの形には正方形や単純な整数比をも
った長方形などがある。 
 分析した建物の全体フレームの長短比は、
煉瓦造田園住宅案ベルリン版（1924）が 1.50、
マンハイム版（1925）は 1.56 で、いずれも 3：
2 の簡単な整数比で表せる。エスタース邸
（1930）は 1.66 で、5：3 の整数比である。
また、隣接するランゲ邸（1930）の長短比は
1.51 で、3：2 の整数比で表せる（図 1）。ト
ゥーゲントハット邸（1930）は、第 2案 1階
が 2.09 で、第 3 案が 1 階と 2 階とも 2.00、
最終案は1階が2.01で、2階が1.97である。
いずれも 2：1 の整数比に近似している。ベ
ルリン時代に設計した建物の全体フレーム
は、それぞれ長短比が違うが、すべて簡単な
整数比で表すことができる。 
 

図 1ランゲ邸 1階フレーム 
 
⑵グリッドは建物の平面や立面を決定する
時に準拠される等間隔の参照線のことであ
る。グリッドシステムは、このグリッドがど
のような配列になって建築が構成されてい
るかを示すものである。グリッドシステムの
分析では、平面の主な構成要素の形や配置に
おいて、グリッドラインに則して柱や外壁、
間仕切壁の位置などの決定がされたという
仮定のもとに、どのようなグリッドが用いら
れたかを分析した。日本建築では 0.91ｍ￼の正
方形グリッドが使われていることは、よく知
られている。 
 ミースが設計した建物の平面図には、グリ
ッドは描かれていないが、構成要素の芯や面
と一致するグリッドを描くと、バルセロナ・
パヴィリオン（1929）最終案のグリッドシス
テムは 1.1ｍモデュールの正方形￼で、エスタ
ース邸とランゲ邸も同じ 1.1ｍ￼である。トゥ
ーゲントハット邸は、南北方向のモデュール
は 1.1ｍ￼（または 0.55ｍ￼）であるが、東西方
向のモデュールは 0.7ｍ￼である（図 2）。この
ことから、ミースがベルリン時代に設計した
ほとんどの建物のグリッドは 1.1ｍ￼のモデュ
ールが使われている。この寸法は、バルセロ
ナ・パヴィリオンの石のサイズで決まってい



ると考えられていたが、煉瓦の小口サイズの
倍数で決まっていると考えられる。 

図 2 トゥーゲントハット邸 1階グリッドシステム 
 
⑶トゥーゲントハット邸の第 3案 1階平面図
の全体フレームの長短比は 2.00 で、2倍正方
形（以下、ダブルスクェアと呼ぶ）である。
これを主な壁で分割したサブフレーム（SF）
の長短比は、SF1 が 2.02、SF2 が 2.00、SF3
が 1.99、SF4 が 2.01、SF5 が 1.91 と、ダブ
ルスクェアに近似し、それぞれ南西角を頂点
として全体フレームに入れ子になっている
（図 3）。 
 ランゲ邸の最終案 1階平面図の全体フレー
ムの長短比は 1.51 で、3：2 の簡単な整数比
に近似する。これを主な壁で分割したサブフ
レームの長短比は、SF1 が 1.00 の正方形で、
SF2 と SF3、SF4、SF5 が 2.00 のダブルスクェ
アである。その配置は、北側外壁にそって入
れ子になっている（図 1）。 
 エスタース邸とバルセロナ・パヴィリオン
のサブフレームについて長短比 2.0のダブル
スクェアと入れ子の構成があり、そのためミ
ースは意図的にダブルスクェアに準拠して、
壁などの構成要素を配置したと考えられる。 

図 3 トゥーゲントハット邸 1階サブフレーム 
 

⑷ミースがベルリン時代に設計した建築の
構成について、フレームとグリッドシステム
を使って幾何学的な分析を行なった。これに
より、次のことが明らかになった。 
① 全体フレームの長短比は、煉瓦造田園住宅
とランゲ邸が 1.5 で、エスタース邸は 1.66、
トゥーゲントハット邸は 2.0 で、それぞれ簡
単な整数比で表すことができる。 
②図面には描かれていないが、すべての建築
において、初期の段階から壁や開口部などの

位置を、グリッドによって規定していたこと
がわかる。バルセロナ・パヴィリオンとエス
タース邸、ランゲ邸は 1.1ｍ￼の均等で、トゥ
ーゲントハット邸は 1.1ｍ ￼×0.7ｍのモデュ
ールが使われている。1.1ｍ ￼はバルセロナ・
パヴィリオンの床石のサイズと同じである
が、0.7ｍ ￼も使われていることから、小口煉
瓦のサイズ 0.1ｍ￼がモデュールの基準になっ
ていると考えられる。 
￼③すべての建築で、サブフレームには正方形
かダブルスクェアが用いられている。ダブル
スクェアは 2つの正方形に分割でき、その接
線が中心線となる。全体フレームに複数のダ
ブルスクェアが入れ子になることで、中心線
が建築の中心へと収束している。 
④フレームとグリッドとは完全に一致して
いるので、ミースがベルリン時代に設計した
建築の平面構成は、これらで決まったと考え
られる。すなわち、敷地にあわせて 2：1や 5：
3 など簡単な整数比の全体フレームを描き、
そこに煉瓦サイズのモデュールである 1.1ｍ￼
や 0.7ｍ￼などの均等のグリッドラインを描く。
さらに、複数の正方形やダブルスクェアを入
れ子にしたサブフレームにそって壁や開口
部などの構成要素の寸法と位置を決めたと
考えられる。 
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